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★事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細。期間限定複数年度事業は全体像を記述）
【事業の内容】

【業務の流れ】

【主な予算費目】

(1)事務事業の振り返り・計画
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の推移
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安全・安心に暮らせ
るまちづくりの推進

「こどもまんなか社会」
の構築

産業の共生による市経
済の持続的発展

（開始年度　　　　　　年度）
（　　　　　～　　　　年度）

市志合

③予算の主な増減の理由

データ取得方法

法令根拠

見込

(開始した背景・
きっかけ・今後の
状況変化・関係
者からの意見や
要望を含む)

成果指標

ウ

ウ

(3)評価の総括（成果向上の余地・事業費削減の余地）

(4)今後の事業の方向性

 6年度

1,100

3,620

2,263

9,050

3,167

18,100

 6年度

1,141

4,138

2,262

11,699

18,099

 7年度

1,100

4,282

2,676

10,703

3,748

21,409

 8年度

1,100

4,282

2,676

10,703

3,748

21,409

 9年度

1,100

4,282

2,676

10,703

3,748

21,409

10年度

1,100

4,282

2,676

10,703

3,748

21,409

(令和 6年度実績と令和 7年度計画) 令 和  7 年  9 月 1 0 日 更 新

地域介護予防活動支援事業

   2 福祉の健幸 健康福祉部 坂井　晴代

   7 高齢者の自立と支援体制の充実 高齢者支援課 南阪　咲花

  27 高齢者の介護予防の推進 包括支援センター班 1164

介護保険法115条の45

一般   3   1   4    11834
単年度のみ 単年度繰返  6

 6年度で終了  6年度から開始
期間限定複数年度

65歳以上の高齢者が元気に過ごすことができるよう下記事業を委託により実施。令和6年度から重層的支援体制整備事業の
開始に伴い、本事業へ移行。
①地域住民グループ支援事業（サロン）：各地域でサロンを行っている地域住民グループへの支援を行う。
②高齢者の生きがいと健康づくり推進事業：終活講座、スマートフォン講座、エンジョイファーム、珈琲講座、木工基礎教
室、料理フォローアップを実施。
③認知症予防プログラム事業（脳活き生き教室）：市内４カ所（須屋市民センター、みどり館、ふれあい館、泉ヶ丘市民セ
ンター）で実施。併せてその支援を行うサポーターの育成を実施。

委託による各種教室等の運営。

委託料

6年度事務事業の成果・実績
65歳以上の高齢者を対象に介護予防の一環として、通いの場の支援及び生きがいづくり教室、認知症予防教室を開催した。
①地域住民グループ支援（48カ所　実912人）
②高齢者の生きがいと健康づくり（終活講座　16回　実32人　延べ231人、スマートフォン講座　8回　実43人　延べ107人、エンジョイファー
ム　7回　実16人　延べ95人、珈琲講座　8回　実20人　延べ77人、木工基礎教室　4回　実9人　延べ33人、料理入門教室　2回　実16人　延べ
30人）
③脳活き生き教室（84回　実93人　延べ1405人）

7年度計画（次年度に計画している主な内容）
高齢者の健康維持・向上のための各種サロン（通いの場）、教室を開催す
る。

【拡充事業】継続して運動（介護予防）を行うための通年型の運動
教室の開催による委託料の増

講座に参加した実人数 人

人

総合事業からのつなぎ先として、自身で介護予防活動を取り組むことができる支援が必要であるため、新たな講座内容の検討を行う

廃止 縮小 事業のやり方改善 現状維持（従来通りで特に改革改善をしない）


